
現地視察１ 

プロフェッショナルが行う森づくり（間伐現場） 

～大田市森林組合の森づくりの現場～ 

現地の概要 

[森林の状況] 

・ 所在地：大田市三瓶町上山地内 

・ 森林所有者：大田市 

・ 面積：2.80ha 

・ 樹種：スギ 

・ 林齢：35～45 年生 

・ 成立本数：2,884 本 

・ 総材積：1,903m3 

[施業
せぎょう

内容] 

・ 間伐種別：定性間伐 

・ 間伐率（本数）：42％ 

・ 間伐本数：1,222 本 

・ 間伐材積：440m3 

・ 造材材積：352m3 

・ 搬出材積：264m3 

 

 

 

平均樹高＝21m

平均直径＝30.4cm

１本あたり 0.66m3

平均樹高＝17m

平均直径＝24.0cm 

１本あたり 0.36m3

間伐対象木 



所在 

 

 

 



教えて！みーもくん！ 

 

間伐ってなーに？ 

 

スギやヒノキなどを植えると、翌夏から下刈
したがり

という草刈りが必要になるんだ。この下刈は５年程

度必要で、草の高さを超えると下刈は必要なくなり、さらに 15 年ほどすると、今度は「間伐」と

いう作業が必要になるんだ。 

植えた木が成長し、隣の木と成長の競争が起きちゃうんだ。競争状態を放置しておくと、木の高

さの割りに木の太さが細い「もやし」のような林になるんだ。 

そうすると、強い風が吹いたり、雪が降ったりすると、簡単に折れてしまう。 

また、もやしの林の中は薄暗く、下草が全く生えていないため、降雨により土砂の流出が引き起

こされてしまうんだ。 

 このため、適当な時期に木を間引き（間伐）、木と木の競争を緩和し、木を適当な太さに成長

させ、同時に林の中に光を入れ、下草を生やすことで、土砂の流出を防ぐこともできるんだ。 

 
  

「間伐材」という言葉を聴いたことがある人もいるんじゃないかな？ 

 近年、間伐した木材を利用しようという取り組みが盛んに進められ、私たちの生活の場で「間伐

材」が出回り始めているんだ。でも、間違えないで欲しいのは、「間伐材」だからといって、使え

ない木を生産しているのではなくて、森林にとっていらない木を伐りながら、その中で、人間が使

える木材を利用している事なんだ。 

だから、皆伐
かいばつ

という森林全部を伐って木材生産する場合より、木材の生産コストは高くなるんだ。 

「間伐材は安いはず」というイメージが消費者に浸透してしまっているけど、実は、普通の木材

も間伐材もコストをかけて生産している点では同じなんだよ。 

 

 

 



高性能林業機械ってなーに？ 
 

日本の林業では、チェンソーで木を伐って（伐倒
ばっとう

）、チェンソーで枝を払って一定の長さに伐っ

て（造材
ぞうざい

）、集材機
しゅうざいき

（図－１）と呼ばれる機械で木材を山から出していたんだ。 

  

図－１ 集材機による架線集材 

図を見ても、訳がわかんないでしょ？集材の技術は、熟練の技術者に任されていたものなんだ。

このような架線を張るのに１週間程度必要で、しかもその間、集材もしないのに（生産がゼロ）人

件費だけは必要なんだ。このため、チェンソーによる伐倒・造材、集材機による集材方法では、木

材１ｍ３あたり１万円以上のコストがかかってしまうんだ。ところが、木材価格がスギでは１ｍ３

あたり１万円を切る現状では、いかに安く木を伐り出すかが大事なところ。機械に任せる事ができ

る工程は、機械にやらせよう！ 

 そこで登場したのが、次のような機械。これらの機械を総称して「高性能林業機械」と言うんだ。 

分類 機械名称 解説 

タワーヤーダ 

 

 

簡易に架線集材できる人工支柱を装備した移

動可能な集材機。急傾斜地での比較的長い

距離の集材に向いている。 

集材系機械 

スイングヤーダ 

 

主索を用いない簡易索張り方式に対応し、作

業中に旋回可能なブームを装備する集材機。

油圧ショベルに集材用ウインチを搭載し、アー

ムをタワーとして使用する。 



 スキッダ 

 

丸太の一端を吊り上げて土場まで地引集材

する集材専用の自走式機械。主として伐開さ

れた林地内で使用される。 

フェラーバンチャ 

（木を伐る機械） 

 

立木を伐倒し、切った木をそのまま掴んで集

材に便利な場所へ集積する自走式機械。チェ

ンソーに代わり、最も危険な伐倒作業を行う。

プロセッサ 

（伐倒された木を処理する

機械） 

 

林道や土場などで、全木集材されてきた材の

枝払い、測尺玉切りを連続して行い、玉切りし

た材の集積作業を一貫して行う自走式機械 

伐倒系 

ハーベスタ 

（木を伐って、処理する機

械）フェラーバンチャ＋プロ

セッサの機能をもつ 

 
従来チェンソーで行っていた立木の伐倒、枝

払い、玉切りの各作業と玉切りした材の集積

作業を一貫して行う自走式機械。 

運材系 フォワーダ 

 
グラップルローダーで、玉切りした短幹材を荷

台に積んで運ぶ、集材専用の自走式機械。主

として作業路上を走行する。 

木材の生産性（１人が１日どれだけの木材を生産できるのか）は、チェンソー＋集材機による生産

性が２m3/人日であったものが、高性能林業機械が入ってきてから５m3/人日以上と飛躍的に増加し

ました。 



現地視察２ 

ＮＰＯが行う森づくり ＮＰＯ緑と水の連絡会議 

～ふろしき山プロジェクト 森林バイオマスの地域循環システムの構築～ 

 

[団体の紹介] 

特定非営利活動法人 緑と水の連絡会議（同会議ホームページより） 

緑と水の連絡会議は島根県大田市に拠点を置く NGO（非政府機構）です。 

1992年に草原・里山など二次的自然の保全の重要性を訴えるために設立しました。 

1996 年、地元三瓶山で行われた和牛放牧による草原の再生に協力するなかで、農

家の生業による動植物の保全の重要性に気づき、啓発活動を行ってきました。活動を

通じて行政とのパートナーシップもすすみ、1997 年には島根県・大田市と共に第２

回全国草原シンポジウム・サミットを開催するに至りました。 

2003 年には特定非営利活動法人(NPO)緑と水の連絡会議として認証を受け、活動の

幅も全国的に広がりました。 

2006 年には全国で 49番目（中四国地区で初）の国税庁認定ＮＰＯ法人となりまし

た。組織の情報公開や会計の正当性が示されたもので、今後より一層みなさまのご支

援を得やすくなりました。 

694-0064 島根県大田市大田町大田イ３７６－１ 

ＮＰＯ法人 緑と水の連絡会議 

 理事長  高橋泰子  E-mail:ohgreen@iwami.or.jp 

事務局長 和田譲二  E-mail:ginmori@hotmail.co.jp 

電話:0854-82-2727  FAX 0854-84-0262 

 

[ふろしき山プロジェクト] 

 平成 22 年度みーもの森づくり事業採択事業 

 詳細は、別添資料を参照 

 
















